
基本計画からの参加で、竣工後のこと　

この現場には基本計画から
入っていましたので、あらか
じめ設備シャフトに余裕をも
ってもらえたのが大きいです
ね。なにしろ学校というのは
竣工後も模様替えや電源の追
加といった後工程が多いので、
今後のことを考えるとかなり
助かります。また天井ふとこ
ろもあるため、余裕をもって
施工できました。
逆に難しかったのは、2階

の上がり天井部分ですね。天
井の仕上げ色と器具・光色の絡みや、ここだけは天井ふところも
そんなにないので他設備との絡みもあったりして、少し苦労しま
した。

学校は後工程が多いので、
シャフトに余裕をもってもらいました。
大栄電業（株）

設計課

熊野和治さま

2階食堂：4灯用36WFPL蛍光ランプ埋込スクエア器具プリズムカバー付を上がり天井に設置し、

■施工物件

広島国際学院大学　学生会館
■建物の概要

所　在　地：広島県広島市安芸区中野六丁目

2886-1他

延 床 面 積：3,825.45m2

構造・規模：RC造・地上4階建

設計・監理：（株）地域計画工房

施工／建築：（株）間組　広島支店

／電気：大栄電業（株）

竣　　　工：平成13年8月

1階ラウンジ：3灯用36WFPL蛍光ランプ埋込スクエア器具ルーバ付を設置している

4階エレベータホール：手前には2灯用36WFML蛍光ランプ埋込スク

エア器具ルーバ付を、奥には3灯用36WFPL

蛍光ランプ埋込スクエア器具ルーバ付をそれ

ぞれ設置
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も考えた余裕のある現場づくり。

デザイン性にも配慮している

現状をいかに早く、確実に調査できるか。
それがお客さまのメリットにつながります。
大栄電業（株）
代表取締役

貫名 徹さま

当社のお客さまへの関わりで
は、とにかく接点を多く、でき
るだけ密着していくことを心が
けています。当社が設立当時か
らのお得意さまがいらっしゃる
のですが、そちらの出入り業者
会のお世話をずっとさせていた
だいています。設備というもの
がある以上、我々もお客さまと
一緒に考えるというスタンスで
仕事をする。それが大事ではな
いでしょうか。
人材育成という面では、社員
に設備診断の勉強をさせたりして専任体制づくりに取り組んでいま
す。また知識と経験という点から、大手設備会社を定年になられた
方の力をお借りしたりもしているんですよ。
現状をいかに早く、確実に調査できるか。それがお客さまのメリッ
トにつながるわけですから、こちらからもメーカーさんからの最新
情報をお知らせしたり、それらを組み合わせたソフトをご提案させ
ていただいたりして今後も要望にお応えしていこうと思っています。

広島県／広島市

大栄電業株式会社

■会社のプロフィール

所 在 地：広島市西区南観音1-3-3

従 業 員：42名

営業種目：電気工事業・管工事業・

消防設備工事業・電気通信工事業

年　　商：12億5千万円

創 立 年：昭和30年

階段の照明：13WFML蛍光ランプブラケットを

2灯配置

4階武道場：2灯用Hf32W蛍光ランプ埋込器具を42灯配置
3Fイベントホール：4階までの吹抜けとなっており、250W水銀ランプオートリーラー付高天井反射笠器

具“ebシリーズ”を設置することで省メンテナンス化をはかっている

東芝ライテック（株）電材だより　2004-春　No.219 10


